
大学評価の原則と自治・改革力 2003 年 12 月 8 日(月) 
時 間 講 義 項 目 

9：40 
～ 

11：10 

□  大学基準協会における認証評価機関への取組み 
 (財)大学基準協会  前田 早苗   

１．認証評価制度の意義とその課題 
２．大学基準協会と認証評価制度 
３．大学基準協会における大学評価の改革 
４．今後の課題 

〈質疑応答〉 

11：20 
～ 

12：50 

□  大学革新のための経営情報の体系化 
～経営評価指標の策定～ 

早稲田大学  井原  徹   
１．大学行政管理学会の紹介  ２．大学をとりまく環境 
３．経営評価指標への取り組み ４．セルサイドから、バイサイドへ 
５．大学経営評価指標の概略  ６．今後の課題と展望 

〈質疑応答〉 

昼 食 

13：50 
～ 

15：20 

□  大学変革のための戦略プランニングと自己評価 
～国立大学法人にためされるもの～ 

名古屋大学  池田 輝政   
１． 国立大学法人（素案）を読む 

(1) 文部科学省様式の場合 

(2) 名古屋大学他の中期目標・中期計画（素案） 

２． 海外の大学の戦略プランを読む 

  ～メルボルン大学の場合～ 

３． 戦略プランにそって自己評価をする 

(1)戦略プランニングを活用した目標・計画の例 

(2)戦略プランの自己評価の例 

〈質疑応答〉 

15：30 
～ 

17：00 

□  大学評価の原点再考－運営（Ｐ-Ｄ-Ｓ）サイクルの中で 
～セルフスタディの深化と大学自治・評価の進化～ 

大阪女学院短期大学  関根 秀和   
１． 大学評価制度化の歩みと大学の取り組み 

(1)自己検討・評価の省令化とその後 

(2)大学改革への二つの促し（猛省・育成） 

(3)「質保証」の二面性 

２．予測される「大学評価」世界 

 (1)社会的認知と制度化の差異 

(2)評価機関と評価目的の交差 

(3)認証基準と評価方法が孕む問題 

３．個別大学にとっての評価の“原則”と“効用” 

 (1)大学・学部のミッションとそのプラン化 

 (2)Ｐ-Ｄ-Ｓの組織過程 

 (3)大学自治・改革力の成長に向けて 

〈質疑応答〉 
 


